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条
例

▪
舞
鶴
市
い
じ
め
か
ら
子
ど
も
を
守

る
会
議
条
例
の
制
定
　
い
じ
め
の
防

止
等
の
た
め
の
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
い
じ
め
か
ら
子
ど
も
を
守
る
会

議
を
設
置

▪
舞
鶴
市
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
軽
自

動
車
税
の
税
率
を
引
き
上
げ
な
ど

▪
舞
鶴
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　
利
用
者
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化

な
ど
に
よ
り
三
浜
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

廃
止

▪
舞
鶴
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
　
非
常
勤
消
防
団
員
に

か
か
る
退
職
報
償
金
の
支
給
額
を
引

き
上
げ

▪
舞
鶴
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　
大
規
模
な
催
し
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
消
防
長
が
指
定
す
る
屋
外

防災センター 
一時休館のお知らせ

　東消防署・防災センター内に通信指令室を整備す
るため、防災センターを一時休館します。休館日な
どは下記のとおり。
　休館中、市民の皆さんにご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

【休館する期間】

　９月１日㈪～ 11 月 30 日㈰
　※工事の進捗状況により延長する場合あり

▶詳しくは、消防本部通信指令課（☎ 65・0214）へ。

　
市
で
は
、
昨
年
近
隣
市
の
花
火

大
会
で
発
生
し
た
火
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
屋
外
の
催
し
で
の
防
火

管
理
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、

「
舞
鶴
市
火
災
予
防
条
例
」
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
点
は
、

①
消
火
器
の
準
備

②
指
定
催
し
の
指
定

③
屋
外
催
し
に
係
る
防
火
管
理

④
露
店
開
設
の
届
出
な
ど

　
ま
た
、
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、

市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

き
制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

に
よ
り
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
条
例
の
概
要
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

　
同
条
例
に
対
し
、
市
パ
ブ
リ
ッ

【 条例の主な改正点 】
舞
鶴
市
火
災
予
防
条
例
を
改
正

よ
り
安
全
に
楽
し
め
る
催
し
に
す
る
た
め

火災予防

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き

制
度
の
結
果

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度

に
基
づ
い
て
意
見
を
募
集
し

た
結
果
、
１
人
か
ら
２
件
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。（
募

集
期
間
は
３
月
28
日
～
４
月

28
日
）。
寄
せ
ら
れ
た
意
見

は
、
い
ず
れ
も
改
正
さ
れ
た

同
条
例
の
内
容
に
す
で
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
し

た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
き
制
度
の
結
果
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
予

防
課
（
☎
66・１
１
９
１
）
へ
。

①消火器の準備
祭礼、縁日、花火大会、展示会その他の多数の者の
集合する催しに際して、火気器具等を使用する場合
は消火器の準備をすること。

②「指定催し」の指定

消防長は、祭礼、縁日、花火大会その他の多数の者の
集合する屋外での催しのうち、大規模なものとして消
防長が定める要件に該当するもので、火災が発生した
場合に人命又は財産に特に重大な被害を与えるおそれ
があると認めるものを「指定催し」として指定します。
なお、催しを指定するときは、あらかじめ催しを主催
する者の意見を聴き、これを指定した際は催しを主催
する者に通知し、告示します。

③「屋外催し」に係る
防火管理

「指定催し」を主催する者は「防火担当者」を定め、
当該催しに係る「火災予防上必要な業務に関する計画」
を作成させるとともに、当該計画に基づく業務を行わ
せることを義務付けます。また、「指定催し」を開催
する日の 14 日前までに当該計画を消防署長へ提出す
ることを義務付けます。

④露店開設の届出

祭礼、縁日、花火大会、展示会その他多数の者の集
合する催しに際して火気器具等を使用する露店を開
設する場合は、消防署長へ「露店等開設届出書」の
提出を義務付けます。

⑤罰則
主催者に対し、③の「火災予防上必要な業務に関す
る計画」を提出しなかった場合、罰則を科すること
を定めます。

６
月
定
例
会

26
年
度
補
正
予
算
な
ど

　
市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
３
日
～
27
日
に
開
会
。
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改

正
な
ど
市
長
提
案
の
15
議
案
を
審
議
。
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

　

補
正
予
算

《
一
般
会
計
》

▪
第
１
号
　
農
地
集
積
な
ど
を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
農
地
中
間
管
理
機

構
事
務
経
費
や
昨
年
の
台
風
で
被
災

さ
れ
た
漁
業
者
に
対
す
る
漁
業
災
害

復
旧
支
援
事
業
費
補
助
金
、
働
く
世

代
の
女
性
を
支
援
す
る
た
め
の
が
ん

検
診
推
進
事
業
、
安
心
し
て
出
産
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
の
風
し
ん

予
防
接
種
助
成
事
業
な
ど
を
補
正
す

る
も
の
で
、
２
億
２
，
５
６
９
万
円

の
増
額
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
総
額
は
歳
入
・

歳
出
い
ず
れ
も
３
７
０
億
５
１
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
も

の
は
右
下
表
の
と
お
り
。

今回の注目事業 市議会

催
し
に
つ
い
て
、
防
火
担
当
者
の
選

任
や
火
災
予
防
計
画
の
作
成
を
義
務

付
け
な
ど
（
15
㌻
に
関
連
記
事
）

▪
舞
鶴
市
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
条
例
の
廃
止
　
施
設
の
老
朽
化
等

に
よ
る
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

▪
舞
鶴
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

の
制
定
　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
基
本
理
念
や
市
の
基

本
的
施
策
な
ど
を
定
め
る

▪
舞
鶴
市
福
祉
事
務
所
条
例
の
一
部

改
正
　
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
改

正
に
伴
い
引
用
す
る
同
法
の
名
称
を

改
め
る

▪
舞
鶴
都
市
計
画
事
業
東
舞
鶴
駅
周

辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規

程
の
廃
止
　
東
舞
鶴
駅
周
辺
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
の
清
算
金
の
徴
収

が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
廃
止

　

人
事

▪
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

❖
小
河
優
一
（
68
歳
、
桃
山
町
）

　

そ
の
他

▪
専
決
処
分
の
承
認
　
25
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）。
事
業

費
の
確
定
に
伴
う
市
債
の
追
加
・
変

更
等
の
財
源
更
正

▪
委
託
契
約
　
高
機
能
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
整
備
委
託
事
業
の
委
託
契
約

を
締
結
（
15
㌻
に
関
連
記
事
）

▪
工
事
請
負
契
約
　
舞
鶴
市
総
合
文

化
会
館
改
修
工
事
の
工
事
請
負
契
約

を
締
結
（
18
㌻
に
関
連
記
事
）

▪
市
道
路
線
の
認
定
・
変
更
・
廃
止

　
伊
佐
津
地
区
、
京
田
地
区
の
路
線

の
市
道
認
定
、
京
田
地
区
等
の
市
道

の
変
更
と
廃
止

一般会計補正予算の主な事業 補正額

緊急時電力確保設備整備事業費 5,760 万円

風しん予防接種助成事業費 100 万円

働く世代の女性支援のためのがん検診
推進事業費 736 万円

緊急雇用創出（地域人づくり）事業費 995 万円

農地中間管理機構事務経費 100 万円

京の酒米産地づくり加速化事業費補助金 280 万円

共同利用施設設置事業費補助金
（漁業用燃油地下貯蔵タンク整備） 1,614 万円

漁業災害復旧支援事業費補助金 556 万円

舞鶴赤れんがパークブランディング事業費 800 万円

魅力ある商店街づくり推進事業費補助金 51 万円

公園緑地整備事業費 400 万円

消防団員退職報償金 508 万円

いじめから子どもを守る会議運営費 39 万円

【いじめから子どもを守る会議運営費】
　市教育委員会の附属機関として

「舞鶴市いじめから子どもを守る会
議」を設置。いじめ防止等のための
対策を推進するもの。

【緊急時電力確保設備整備事業】
　災害などの
緊急時に通信
設備や非常照
明等の電力を
確保するため、
西総合会館、中総合会館、大浦会
館に太陽光パネルと蓄電池を整備
するもの。

▲中総合会館

より多くの命を救うために

上級救命講習を開催

　救急車が到着するまでに、その場に居合わせた人
が適切な応急手当を行うことは大切なことです。消
防本部では、総合的な応急手当てを習得してもらう
ため「上級救命講習」を開催します。

【日時】 ９月９日㈫９時～ 17 時
【場所】 東消防署
【内容】 ❖心肺蘇生法　
　　　 ❖止血法の習得 
　　　 ❖傷病者管理法 
　　　 ❖搬送法の習得

【定員】先着 30 人
【申し込み方法】９月２日㈫までに電話で東消防署
（☎ 65・0119）か西消防署（☎ 77・0119）へ。

❖ AED の使い方
❖異物除去法
❖外傷の手当要領

15


